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【研究の背景・目的】 

大気中の PM2.5 などの微粒子（エアロゾル）や、
光化学オキシダントであるオゾンなどの微量気体は、
大気汚染物質であると同時に気候変動を引き起こす
物質であり、短寿命気候強制因子(Short-Lived Climate 
Forcers(SLCFs))と呼ばれる。人為的な気候変化を定量
的に評価する上で最も基本となるのは、様々な要因
による太陽光と赤外線のエネルギーの平衡状態を考
えることであり、その不均衡を放射強制力というが、
国連気候変動に関する政府間パネル(IPCC)では、各々
の SLCFs について、放射強制力の定量的評価はなさ
れてきた。しかし、気温や降水量などの具体的な気
候変化については評価されていない。一方、SLCFs
の複雑な気候影響過程を組み込んだ気候モデルが近
年ようやく成熟期に入り始め、特に不確実性の高い
雲・降水過程との相互作用の表現の精度向上が図ら
れつつある。
本研究課題では、研究チーム自らが開発を進めて

きた気候モデルを用いて、SLCFs による組成ごと・
地域ごとの気候変化を定量的に評価する。また、近
年顕在化している極端な気温や降水などの災害に対
する SLCFs の影響の定量的理解を目指す。 

【研究の方法】 
SLCFs の大気中での輸送過程および気候影響が計

算できる以下の様々な時空間スケールの気候モデ
ル・気象モデルを用いる（図１）。
・MIROC-SPRINTARS/CHASER：地球全体の基本的
な気候状態を再現・予測する MIROC に、エアロゾル
に関わる過程を計算する SPRINTARS と詳細な化学
反応過程を計算する CHASER を結合させた水平分解
能が数十 km の気候モデル。MIROC-SPRINTARS は、
毎日一般向けに広く情報提供されている PM2.5 予測
でも利用されている。
・NICAM-Chem：水平分解能 3.5/7/14km で雲の過程
を陽に表現しながら地球全体の大気の状況を計算す
る NICAM に、SPRINTARS/CHASER を結合させて
SLCFs の気候影響を計算する気候・気象モデル。 
・SCALE-LES：雲の過程を直接的に扱える水平分解
能数十 数百 m の気象モデル。気候モデルでは解像
できない雲の定量的表現の改良に結びつく知見を得
るために、改良しながら使用する。
これらの気候モデルを用いた数値計算において、

各々の SLCFs に関係する排出量を変動させ、それに
伴う気温や降水量などの気象場の変化量を解析する。
その際、エアロゾル・雲相互作用の表現の改良や、
雨滴・降雪を陽に計算する方法の導入などを通して、

雲・降水過程の精緻化を図りつつ計算を実施する。

【期待される成果と意義】 
本研究課題は、従来別々に行われてきた大気化学

的な研究と、雲・降水に関する大気物理的な研究と
を融合することで、SLCFs による気候変動の定量的
影響評価という未解決の問題に取り組む新しい研究
分野を創出するものである。この目的のために、本
研究チームのメンバー自らが開発してきた数値モデ
ルを利用することで、開発段階で得られた SLCFs の
気候影響のメカニズムの理解を利用しながら研究を
推進できることが強みである。国際的な主要環境問
題である気候変動と大気汚染の同時緩和について、
具体的な提言が可能となる研究成果を目指す。
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図１ 本研究課題での階層的数値モデル群


